
小(低） 小(中） 小(高） 中

E 音楽 合唱 東京混声合唱団 ○ ○ ○ ○ 心に響く合唱

（小学校・中学校共通）
校歌演奏／萬歳流し（柴田南雄）／各校選択曲または「サウンド・オブ・ミュージック」　等
（小学校）
ハレルヤ（ヘンデル）／となりのトトロ（久石譲）、翼をください（村井邦彦）　等
（中学校）
アヴェ・ヴェルム・コルプス（モーツァルト）、夕焼小焼、Joyful Joyful（ゴスペル）　等

E 音楽
オーケス

トラ等 中部フィルハーモニー交響楽団 ○ ○ ○ ○ 「体感オーケストラ！体育館が劇場に変身！」

●J・ウイリアムズ：映画「スター・ウォーズ」より“メインタイトル”
●楽器紹介：『きらきら星変奏曲』
●バルトーク：ルーマニア民俗舞曲(弦楽合奏版)
●ビゼー：組曲「アルルの女」から“ファランドール”
●グリーグ：組曲「ペール・ギュント」より“朝”
●【子供との共演】ラヴェル作曲「ボレロ」によるボディパーカッション
●【あなたもマエストロ！】ベートーヴェン：交響曲第5番「運命」第1楽章より
●チャイコフスキー：交響曲第4番へ短調　作品３６　より“第4楽章”
●各学校校歌　等

E 音楽
オーケス

トラ等 東京交響楽団 ○ ○ ○ ○ オーケストラがあなたのまちにやってくる！　-東京交響楽団地域巡回演奏会-

【第1部】
スメタナ：歌劇『売られた花嫁』序曲、小室昌広：「ディズニーのメロディによる管弦楽入門」（ナレーション付
き）、協奏曲（モンティ：チャールダーシュ、モーツァルト：ファゴット協奏曲など）
【第2部】
ベートーヴェン：交響曲第5番「運命」から第1楽章
【★指揮者体験】ビゼー：歌劇『カルメン』より前奏曲
【★生徒との共演】訪問校校歌（オーケストラ編曲版）、外山雄三：管弦楽のためのラプソディ、アンコー
ル）久石譲：君をのせて（映画『天空の城ラピュタ』より）　等

E 音楽
オーケス

トラ等
Osaka Shion Wind Orchestra ○ ○ ○ ○

吹奏楽って何だろう？〜管楽器・打楽器の特徴と役割から音階のお話まで〜鑑
賞から楽しく学び取ろう！【小学生（低学年・中学年）向けおよび、小学生（高学
年）・中学生向け】

【小学生（低学年・中学年）向け】
1.組曲「惑星」より　ジュピター讃歌/G.ホルスト（J.デメイ編）　等
【小学生（高学年）・中学生向け】
1.歌劇「サムソンとデリラ」からバッカナール/C.サン＝サーンス（L.D.スタイガー編）　等
【共通】
2.歌劇「カルメン」より前奏曲/G.ビゼー(高昌帥 編)
3. 宝島/和泉宏隆 （真島俊夫 編）
4.アンコール：東京オリンピックマーチ/古関裕而または校歌　等

E 演劇 児童劇 オペレッタ劇団ともしび ○ ○ ○ ○ 「トラの恩がえし」

オペレッタ「トラの恩がえし」
原作　韓国・朝鮮民話
音楽：リ・ジェホ＋韓国・朝鮮の伝統音楽から
脚本：中西明＋韓国・朝鮮と日本チーム
演出：大野幸則＋韓国・朝鮮と日本チーム
美術：内山勉　新井真紀

E 演劇 児童劇 劇団風の子 ○ ○ ○ -
“一回しかない子ども時代を子どもらしく生きる”「スクラム☆ガッシン　準備完
了！第2号計画´(ダッシュ)」

「スクラム☆ガッシン　準備完了！第2号計画´(ダッシュ)」
作・脚本／田中つとむ　　演出／中島　研
音楽・効果／曲尾友克
美術／浅野井優子・風の子大道具プロジェクトチーム
制作／大森靖枝

E 演劇 演劇 かわせみ座 ○ ○ ○ ○
構造・操作法も世界唯一の人形達を遣った、独創的で優れた本物のマリオネット
表現をどうぞ

「まほろばのこだま」
作・原案／山本由也・益村泉
人形美術・舞台美術／山本由也
構成・演出／高畑勲（アニメーション映画監督）

E 演劇
ミュージ

カル
オペラシアターこんにゃく座 ○ ○ ○ - オペラ『ロはロボットのロ』

オペラ『ロはロボットのロ』
作曲：萩京子
台本：鄭義信
演出：鄭義信／振付：伊藤多恵

E 舞踊 バレエ 東京シティ・バレエ団 ○ ○ ○ ○ ようこそ、バレエ「コッペリア」の世界へ

第１部 「バレエってなあに？〜バレエを楽しもう！〜」
第２部「コッペリア」より〈コッペリアの仕事部屋〉
第３部「コッペリア」より〈鐘の祭り〉
■作曲：レオ・ドリーブ 　 ■原作：ホフマン
■原台本：ニュイッテル サン・レオン
■原振付：サン・レオン 　■演出・振付：石井清子

R2
（継続）

E
伝統
芸能

歌舞伎
・能楽

一般社団法人　金剛会 ○ ○ ○ ○ みんなで体験・共演してみよう「能・狂言」
■狂言「柿山伏」
■能「鞍馬天狗」

E
伝統
芸能

歌舞伎
・能楽

万作の会 - ○ ○ ○ 日本の伝統芸能「狂言」を楽しもう　～体験と鑑賞～
■狂言「盆山」
■狂言「附子」
【共演体験】　狂言「蝸牛」より囃子言葉の掛け合いの場面

E
伝統
芸能

邦楽
特定非営利活動法人日本音楽
集団

○ ○ ○ - 『ごんぎつね』 ～語りと合唱と邦楽器で作る音楽朗読劇～

❶『宮崎駿アニメ・メドレー』（秋岸寛久編曲）
❷～❻『日本の楽器たち』（古典作品）/六段の調、鹿の遠音、春の海、那須の与一、幕間三重・獅子狂い
五段
❼『子どものための組曲』（篠田大介作曲）
❽『ごんぎつね』　～語りと合唱と邦楽器で作る音楽朗読劇～（作：新美南吉、音楽：川崎絵都夫、作詞：佐
藤万里）※児童共演

E
伝統
芸能

演芸 有限会社　貞水企画室 ○ ○ ○ ○
一龍斎貞水プロデュース・「講談の世界」
（ワークショップ＝「講談教室」　本公演＝「講談〇〇亭」）

＜ワークショップ＞
軍談（修羅場よみ）　「三方ヶ原軍記」など，連続講談　「はろはろ天狗」「海賊退治」「宮本武蔵」など決闘
シーン（立ち回り）のある読み物
＜本公演＞
二席の講談※いずれかに怪談物を入れる○江戸と上方○新作と古典など変化を付けて構成。※読み物
は子供が登場する「越の海」など，決闘シーンが迫力の武芸物「荒木又右エ門」や「宮本武蔵」などいずれ
も児童生徒さんに親しみ易い読み物を口演。

E
メディア

芸術
メディア
アート等

WOW ○ ○ ○ - BAKERU ー デジタルアートで「体感」する郷土芸能の世界 ー

BAKERUは東北に古くから伝わる4つの郷土芸能（なまはげ、早乙女、鹿踊、加勢鳥）をモチーフにした、
体験型のデジタルアート作品です。スクリーンの前に立って顔に体験用のお面をつけると自分の姿が変
化し、それぞれの芸能の世界観で様々な体験ができます。現代的な視点と新しい表現を通して伝統文化
に触れることで、その奥深さを広く知ってもらうことを目的にしています。

1日目【芸能実演とワークショップ】
2日目【デジタルアート体験】

D・E・F 演劇 児童劇 劇団うりんこ ○ ○ ○ ○ ともだちや　－あいつもともだちー

「ともだちや　－あいつもともだち－」
原作：内田麟太郎　(「ともだちや」「あいつもともだち」「ともだちごっこ」偕成社)
脚本・演出：佃　典彦(Ｂ級遊撃隊)
美術：青木拓也　　衣装：木場絵里香　　 　音楽：内田アダチ　音響：椎名KANS　　 　　振付：下出祐子

D・E 演劇 児童劇 劇団風の子 ○ ○ ○ - みて、さわって、あそべる、ソノヒカギリ美術館OPEN!!

「ソノヒカギリ美術館」
原案/村井昌世
作/ソノヒカギリ美術館製作委員会
構成・演出/大澗弘幸　　美術/ナカムラジン
身体表現/若林こうじ　　 音楽/青柳拓次
制作/浅野井優子

※新型コロナウイルス感染症拡大予防対策については，実施決定後に令和3年4月以降の状況及び令和3年度予算等を勘案し，文化庁(事務局)，実施団体，実施校間において，

必要事項を検討・調整の上で実施予定です。このため，各企画の出演希望調書では通常規模の公演を想定した企画内容を記載しています。

※複数年度実施欄に「R1」の記載がある団体は令和元年度から，「R2」の記載がある団体は令和2年度から，「R3」の記載がある団体は令和3年度から3年間同じブロックで

公演を行う団体です。

※http://www.kodomogeijutsu.go.jp/junkai/kouen.htmlから、団体のホームページや現在実施されている令和2年度の情報を閲覧することができます。

令和3年度文化芸術による子供育成総合事業-巡回公演事業-公演団体一覧【Eブロック】

【A区分・B区分団体】

【C区分団体】

演目/企画
複数年度

実施
ブロック 分野 種目 公演団体名

対象学年

企画名
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東京混声合唱団 フィルハーモニー
交響楽団

東京交響楽団
Osaka Shion

 Wind Orchestra

オペレッタ

劇団ともしび
劇団風の子 かわせみ座

オペラシアター

こんにゃく座

東京

シティ・バレエ団
一般社団法人金剛会 万作の会

特定非営利活動法人

日本音楽集団
有限会社貞水企画室 WOW 劇団うりんこ 劇団風の子

E E E E E E E E E E E E E E D/E/F D/E

合唱 オーケストラ等 オーケストラ等 オーケストラ等 児童劇 児童劇 演劇 ミュージカル バレエ 歌舞伎・能楽 歌舞伎・能楽 邦楽 演芸 メディアアート等 児童劇 児童劇

なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし あり なし なし

6月1日 火 ○ ○ ○ ○

6月2日 水 ○ ○ ○ ○

6月3日 木 ○ ○ ○ ● ○

6月4日 金 ○ ○ ○ ○ ○

6月5日 土 ○ ●

6月6日 日 ● ○ ●

6月7日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月8日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月9日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月10日 木 ○ ○ ○ ○ ○

6月11日 金 ○ ○ ○ ○ ○

6月12日 土 ○ ●

6月13日 日 ● ●

6月14日 月 ○ ● ○ ○ ○ ○

6月15日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月16日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月17日 木 ○ ○ ○ ○ ○

6月18日 金 ○ ○ ○ ○

6月19日 土 ○ ●

6月20日 日 ●

6月21日 月 ○ ● ○ ○ ○ ● ●

6月22日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月23日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月24日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月25日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月26日 土 ○ ○ ○

6月27日 日 ○

6月28日 月 ○ ○ ○ ○ ○

6月29日 火 ○ ○ ○ ○ ○

6月30日 水 ○ ○ ○ ○ ○

7月1日 木 ○ ○ ○ ○ ○

7月2日 金 ● ○ ○ ○ ○

7月3日 土 ○ ○

7月4日 日 ○

7月5日 月 ○ ○ ○ ○

7月6日 火 ○ ○ ○ ○

7月7日 水 ○ ○ ○ ○ ○

7月8日 木 ○ ○ ○ ○ ○

7月9日 金 ○ ○ ○ ○

7月10日 土 ● ○ ○

7月11日 日 ● ○

7月12日 月 ○ ○ ○ ○ ○

7月13日 火 ○ ○ ○ ○ ○

7月14日 水 ○ ○ ● ○ ○ ○

7月15日 木 ○ ○ ○ ○ ○

7月16日 金 ○ ○ ○ ○ ●

7月17日 土

7月18日 日

7月19日 月

7月20日 火

7月21日 水

7月22日 木

7月23日 金

7月24日 土

7月25日 日

7月26日 月

7月27日 火

7月28日 水

7月29日 木

7月30日 金

7月31日 土

8月1日 日

8月2日 月 ○

8月3日 火 ○

8月4日 水 ○

8月5日 木

8月6日 金

8月7日 土

8月8日 日

8月9日 月

8月10日 火

8月11日 水

8月12日 木

8月13日 金

8月14日 土

8月15日 日

8月16日 月

8月17日 火

8月18日 水

8月19日 木

8月20日 金

8月21日 土

8月22日 日

8月23日 月

8月24日 火 ○ ○ ○ ●

8月25日 水 ○ ○ ○ ○

8月26日 木 ○ ○ ○ ○

8月27日 金 ○ ○ ○ ○

8月28日 土 ○

8月29日 日

8月30日 月 ○ ○ ○ ○

8月31日 火 ○ ○ ○ ○

9月1日 水 ○ ○ ○ ○ ○

9月2日 木 ○ ○ ○ ○ ○

9月3日 金 ○ ○ ○ ○ ○

9月4日 土 ● ● ○

9月5日 日 ● ● ●

9月6日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

9月7日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月8日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月9日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月10日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月11日 土 ○ ● ○ ○

9月12日 日 ○ ● ○

9月13日 月 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

9月14日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月15日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月16日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月17日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ●

9月18日 土 ○

9月19日 日 ○

9月20日 月 ○

9月21日 火 ○ ○ ○

9月22日 水 ○ ○ ○

9月23日 木

9月24日 金 ○ ○

9月25日 土

9月26日 日

9月27日 月 ○ ○ ○ ○

9月28日 火 ○ ○ ○ ○

9月29日 水 ○ ○ ○ ○

9月30日 木 ○ ○ ○ ○

10月1日 金 ○ ○ ○ ○

10月2日 土

10月3日 日 ●

10月4日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○

前日仕込みの有無

C区分団体A・B区分団体

巡回ブロック

種目

カレンダー　1 / 2 ページ
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東京混声合唱団 東京交響楽団 劇団風の子 かわせみ座
オペラシアター

こんにゃく座
万作の会

特定非営利活動法人

日本音楽集団
WOW 劇団うりんこ 劇団風の子

E E E E E E E E E E E E E E D/E/F D/E

合唱 オーケストラ等 オーケストラ等 オーケストラ等 児童劇 児童劇 演劇 ミュージカル バレエ 歌舞伎・能楽 歌舞伎・能楽 邦楽 演芸 メディアアート等 児童劇 児童劇

なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし あり なし なし前日仕込みの有無

C区分団体A・B区分団体

巡回ブロック

種目

10月5日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月6日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月7日 木 ○ ○ ○ ○ ○

10月8日 金 ○ ○ ○ ○ ○

10月9日 土 ○

10月10日 日

10月11日 月

10月12日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月13日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月14日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月15日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月16日 土 ●

10月17日 日 ●

10月18日 月 ○ ○ ○ ○ ○

10月19日 火 ○ ○ ○ ○ ○

10月20日 水 ○ ○ ○ ○ ○

10月21日 木 ○ ○ ○ ○ ○

10月22日 金 ○ ○ ○ ○ ○

10月23日 土

10月24日 日

10月25日 月 ○ ○ ○ ○

10月26日 火 ○ ○ ○ ○

10月27日 水 ○ ○ ○ ○

10月28日 木 ○ ○ ○ ○ ○

10月29日 金 ○ ○ ○ ○ ○

10月30日 土

10月31日 日

11月1日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月2日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月3日 水

11月4日 木 ○ ○ ○ ○ ○

11月5日 金 ○ ○ ○ ○ ○

11月6日 土

11月7日 日 ●

11月8日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月9日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月10日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

11月11日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月12日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月13日 土 ○

11月14日 日 ●

11月15日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月16日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月17日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月18日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月19日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月20日 土 ○

11月21日 日

11月22日 月 ○ ● ○ ○ ○

11月23日 火

11月24日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月25日 木 ● ○ ○ ○ ○ ○

11月26日 金 ○ ○ ○ ○ ○

11月27日 土

11月28日 日

11月29日 月 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

11月30日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月1日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月2日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月3日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月4日 土 ○

12月5日 日

12月6日 月 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月7日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月8日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月9日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月10日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月11日 土 ○ ● ○

12月12日 日 ● ●

12月13日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月14日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

12月15日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月16日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月17日 金 ○ ○ ● ○ ○

12月18日 土

12月19日 日

12月20日 月 ○ ● ○

12月21日 火 ○ ○ ○

12月22日 水 ○ ○ ○

12月23日 木 ○ ○

12月24日 金 ○ ○

12月25日 土

12月26日 日

12月27日 月 ○ ○

12月28日 火 ○ ○

12月29日 水 ○ ○

12月30日 木 ○ ○

12月31日 金 ○ ○

1月1日 土

1月2日 日

1月3日 月

1月4日 火 ○ ○

1月5日 水 ○ ○

1月6日 木 ○ ○

1月7日 金 ○ ○

1月8日 土 ●

1月9日 日 ●

1月10日 月 ○ ●

1月11日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1月12日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1月13日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1月14日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1月15日 土 ○ ○

1月16日 日 ● ○

1月17日 月 ○ ○ ○ ○ ○

1月18日 火 ○ ○ ○ ○ ○

1月19日 水 ○ ○ ○ ○ ○

1月20日 木 ○ ○ ○ ○

1月21日 金 ○ ○ ○ ○

1月22日 土 ○

1月23日 日 ○

1月24日 月 ○ ○ ○ ○

1月25日 火 ○ ○ ○ ○

1月26日 水 ○ ○ ○ ○

1月27日 木 ○ ○ ○ ○

1月28日 金 ○ ○ ○ ○

1月29日 土

1月30日 日

1月31日 月 ○ ○

カレンダー　2 / 2 ページ

フィルハーモニー
交響楽団

中部
Osaka Shion

 Wind Orchestra

オペレッタ

劇団ともしび

東京

シティ・バレエ団
一般社団法人金剛会 有限会社貞水企画室
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● 東
と う

京
きょう

混
こ ん

声
せ い

合
が っ

唱
しょう

団
だ ん

の紹
しょう

介
か い

この合
が っ し ょ う だ ん

唱団は、昭
し ょ う わ

和31年
ね ん

（1956年
ね ん

）その年
と し

の東
と う き ょ う げ い じ ゅ つ だ い が く

京芸術大学声
せ い が く

楽科
か

卒
そ つ ぎ ょ う せ い

業生によってつくられ、
それから今

こ ん に ち

日まで日
に ほ ん

本の代
だ い ひ ょ う て き

表的な合
が っ し ょ う だ ん

唱団として活
か つ や く

躍しています。
文
ぶ ん か ち ょ う げ い じ ゅ つ さ い た い し ょ う

化庁芸術祭大賞・優
ゆうしゅうしょう

秀賞など国
こ く な い

内の主
お も

な音
お ん が く し ょ う

楽賞を数
か ず お お

多く受
じゅしょう

賞したほか、海
か い が い

外でも大
た い へ ん ひ ょ う か

変評価
が高

た か

く、昭
し ょ う わ

和54年
ね ん

（1979年
ね ん

）には、国
こ く さ い じ ど う ね ん

際児童年を記
き ね ん

念してアセアン5ヶ国
こ く

で公
こ う え ん

演し、また、
昭
し ょ う わ

和62年
ね ん

（1987年
ね ん

）には、文
ぶ ん か ち ょ う は け ん

化庁派遣「日
に ち べ い ぶ た い げ い じ ゅ つ こ う り ゅ う

米舞台芸術交流」の洋
よ う が く ぶ も ん

楽部門の日
に ほ ん だ い ひ ょ う

本代表として、
アメリカ8都

と し

市で公
こ う え ん

演を行
おこな

いました。さらに平
へ い せ い

成9年
ね ん

（1997年
ね ん

）には、ユネスコ世
せ

界
か い

合
がっしょう

唱連
れ ん

合
ご う

創
そ う

立
り つ

15周
し ゅ う ね ん き ね ん

年記念フェスティバルに招
しょうたい

待され、スウェーデン、ベルギーにおいて演
え ん そ う

奏、その
後
ご

も平
へ い せ い

成12年
ね ん

（2000年
ね ん

）のエストニア、フィンランド公
こ う え ん

演、平
へ い せ い

成14年
ね ん

（2002年
ね ん

）のカナ
ダ公

こ う え ん

演、平
へ い せ い

成18年
ね ん

（2006年
ね ん

）には、創
そ う り つ

立50周
しゅうねん

年を記
き ね ん

念し、ラトヴィア、エストニア公
こ う え ん

演を
開
か い さ い

催し、多
お お

くの国
く に

の人
ひ と び と

々にも感
か ん め い

銘を与
あ た

えました。平
へ い せ い

成19年
ね ん

（2007年
ね ん

）、第
だ い

38回
か い

サントリー
音
お ん が く し ょ う

楽賞、第
だ い

25回
か い な か じ ま け ん ぞ う お ん が く し ょ う

中島健蔵音楽賞を受
じゅしょう

賞し、平
へ い せ い

成22年
ね ん

（2010年
ね ん

）に再
ふたた

びフィンランド公
こ う え ん

演、
平
へ い せ い

成29年
ね ん

（2017年
ね ん

）にはロシア公
こ う え ん

演、2019年
ね ん

2～3月
が つ

にはフランスとモナコで公
こ う え ん

演を行
おこな

い、
絶
ぜ っ さ ん

賛を博
は く

しました。

1977年
ねん

にユネスコの要
ようせい

請で設
せつりつ

立された国
こくさいおんがくひょうぎかい

際音楽評議会と
いう会

かい

議
ぎ

で、翌
よ く と し

年の1978年
ねん

から毎
ま い と し

年10月
がつ

1
ついたち

日を、世
せ

界
かい

の
人
ひとびと

々が音
おんがく

楽を通
つう

じてお互
たが

いに仲
なか

良
よ

くなり交
こうりゅう

流を深
ふか

めていくた
めに「国

こくさいおんがく

際音楽の日
ひ

」とすることとしました。
日
に

本
ほん

では、1994年
ねん

から毎
まいとし

年10月
がつ

1
ついたち

日を「国
こくさいおんがく

際音楽の日
ひ

」
と定

さだ

めています。

知
し

ってますか？　～10月
がつ

1
ついたち

日は「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」です～

国
こくさいおんがく

際音楽の日
ひ

令
れ い

和
わ

2年
ね ん ど

度
文
ぶ ん

化
か

芸
げ い

術
じゅつ

による子
こ

供
ど も

育
い く

成
せ い

総
そ う

合
ご う

事
じ

業
ぎょう

－巡
じゅん

回
か い

公
こ う

演
え ん

事
じ

業
ぎょう

－

〈東
と う

京
き ょ う

混
こ ん

声
せ い

合
が っ

唱
し ょ う

団
だ ん

〉
〈合

が っ

唱
しょう

公
こ う

演
え ん

〉
小
しょう

学
が っ

校
こ う

プログラム

文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

による子
こ

供
ども

育
いくせいそうごう

成総合事
じ

業
ぎょう

―巡
じゅん かい こう えん じ ぎょう

回公演事業― 
我
わ

が国
くに

の一
いちりゅう

流の文
ぶ ん か げ い じ ゅ つ だ ん た い

化芸術団体が、小
しょうがっこう

学校・中
ちゅうがっこうなど

学校等において公
こ う え ん

演し、子
こ ど も

供たちが優
すぐ

れた舞
ぶ た い げ い じ ゅ つ

台芸術を
鑑
かんしょう

賞する機
き か い

会を得
え

ることにより、子
こ ど も

供たちの発
はっそうりょく

想力やコミュニケーション能
のうりょく

力の育
い く せ い

成、将
しょうらい

来の芸
げ い じ ゅ つ か

術家
の育

いくせい

成や国
こくみん

民の芸
げいじゅつかんしょうのうりょく

術鑑賞能力の向
こうじょう

上につなげることを目
もくてき

的としています。
事
じ ぜ ん

前のワークショップでは、子
こ ど も

供たちに実
じ つ え ん し ど う

演指導又
また

は鑑
かんしょうしどう

賞指導を行
おこな

います。また、実
じつえん

演では、できる
だけ子

こ ど も

供たちにも参
さ ん か

加してもらいます。

ぶ ん か ち ょ う

撮影：中村紋子 コン・コン・コンサート（2020年7月31日、東京芸術劇場）



令
れい

和
わ

2年
ねん

度
ど 文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

による子
こ

供
ども

育
いく

成
せい

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

－巡
じゅんかいこうえんじぎょう

回公演事業－ 
〈合

がっしょうこうえん

唱公演〉
指
し き

揮：水
み と

戸博
ひ ろ ゆ き

之・キハラ良
よ し な お

尚　ピアノ：若
わ か つ き

月直
なお

子
こ

・魚
う お た に

谷絵
え な

奈
合
がっ

唱
しょう

：東
とう

京
きょう

混
こん

声
せい

合
がっ

唱
しょう

団
だん

●鑑
か ん

賞
しょう

の手
て

引
び

き
今
き ょ う

日は人
に ん げ ん

間の声
こ え

で描
え が

く芸
げいじゅつ

術「合
がっしょう

唱」の美
うつく

しさ、楽
た の

しさを体
た い け ん

験し
ましょう。
ひとりで歌

う た

う独
どくしょう

唱と違
ち が

い、ソプラノ、アルト、テノール、バス
のそれぞれのパートの人

ひ と

たちの声
こ え

がとけ合
あ

って生
う

まれるハーモ
ニーの美

うつく

しさ、また、自
じ ぶ ん

分たちで美
うつく

しいハーモニーを響
ひ び

かせる
ことができた時

と き

の喜
よろこ

びや楽
た の

しさは「合
がっしょう

唱」でしか味
あ じ

わえないも
のです。みんなで歌

う た

うコーナーでは、みんなの声
こ え

と合
がっしょうだん

唱団の人
ひ と

たちの声
こ え

がとけ合
あ

ってひろい体
た い い く か ん

育館いっぱいに、美
うつく

しいハーモ
ニーが響

ひ び

きわたります。

待
ま

ちぼうけ（山
や ま

田
だ

耕
こ う さ く

筰）～詩
し

人
じ ん

・北
き た は ら

原白
はくしゅう

秋と作
曲家・山田耕筰の名

め い

コンビによる歌で、中
ちゅうごく

国に伝
つ た

わるお話
はなし

を基
も と

に作られました。合唱がお話を進
す す

め、ピアノが情
じょうけい

景を見
み

事
ご と

に描
え が

いています。

せんせい（三
み

善
よ し

晃
あきら

）～大
お お さ か

阪の小学一年生が書
か

い
た詩

し

に作
さっきょく

曲家
か

が触
しょく

発
は つ

されて生まれた曲
きょく

。児
じ

童
ど う

のま
なざしに大

お と な

人はドキッとさせられます。

地
じ

元
も と

ゆかりの歌より
「赤

あ か

とんぼ」（兵
ひ ょ う ご

庫県
け ん

）:龍
た つ

野
の

市
し

出
しゅっしん

身の詩
し

人
じ ん

三
み き

木露
ろ

風
ふ う

作
さ く

詞
し

、山
や ま

田
だ

耕
こ う さ く

筰作
さっきょく

曲の童
ど う よ う

謡です。夕
ゆ う

暮
ぐ

れ時に赤と
んぼを見て、幼

おさな

いころを懐
な つ

かしく思
お も

い起
お

こす内
な い

容
よ う

が簡
か ん

素
そ

なメロディーで歌われます。「阿
あ わ

波踊
お ど

り」
（徳

と く し ま け ん

島県）:かつて阿
あ わ

波の国
く に

と呼
よ

ばれた徳
と く し ま け ん

島県の
阿
あ わ

波踊
お ど

り、誰
だ れ

もが参
さ ん

加
か

できる日
に

本
ほ ん

で最
もっと

も有
ゆ う め い

名な踊
お ど

りです。そのエネルギッシュなリズムを用
も ち

いて三
み

善
よ し

晃
あきら

が作
さっきょく

曲した合
がっしょう

唱曲
きょく

です。「G
ギ フ ツ

i f ts」（愛
え

媛
ひ め

県
け ん

）:音
お ん が く

楽ユニットSuperfly（スーパーフライ）の
ヴォーカルで作

さっきょく

曲の越
お ち

智志
し ほ

帆さんは、愛
え

媛
ひ め け ん

県今
い ま ば り

治
市
し

出
しゅっしん

身です。この曲
きょく

は、昨
さ く ね ん

年のNHK全
ぜ ん こ く

国学
が っ こ う

校音
お ん が く

楽
コンクールの課

か

題
だ い

曲
きょく

にもなりました。

夏
な つ

は来
き

たりぬ（14世
せ い

紀
き

のカノン）～700年
ね ん

程
ほ ど ま え

前から生
せ い か つ

活の楽
た の

しみのために歌
う た

い続
つ づ

けられてき
た輪

りんしょうきょく

唱曲です。女
じ ょ せ い

声と男
だ ん せ い

声が別
べ つ べ つ

々の輪
りんしょう

唱を同
ど う

時
じ

に
歌
う た

います。

ハレルヤ（ヘンデル）～「ハレルヤ」は[神
か み さ ま

様
を讃

た た

えよう]という意
い み

味で、キリストの生
しょうがい

涯を描
か

い
たオラトリオ「メサイア（救

きゅうせい

世主
し ゅ

）」の中
な か

で、第
だ い

二
に ぶ

部の最
さ い

後
ご

を飾
か ざ

る荘
そ う ご ん

厳な合唱曲です。

●演
え ん

目
も く

解
か い

説
せ つ

フニクリ・フニクラ（デンツァ）～イタリアの
登
と

山
ざ ん

鉄
て つ ど う

道（フニコラーレ）を題
だ い

材
ざ い

に、男
だ ん せ い

性から意
い ち ゅ う

中
の女

じ ょ せ い

性への熱
あ つ

い想
お も

いを明
あ か

るく歌
う た

い上
あ

げます。

萬
ま ん ざ い

歳流
な が

し（柴
し ば

田
た

南
み な

雄
お

）は、雪
ゆ き ぐ に

国の町
ま ち

、秋
あ き

田
た

県
け ん

横
よ こ

手
て し

市に伝
つ た

わる伝
で ん と う

統芸
げ い の う

能「御
み

門
か ど

開
び ら

き」と「秋
あ き

田
た

御
お

国
く に

萬
ま ん ざ い

歳」を素
そ

材
ざ い

とした合
がっしょう

唱曲
きょく

です。合
がっしょう

唱団
だ ん

の男
だ ん せ い

声メ
ンバーが太

た

夫
ゆ う

と才
ざ い ぞ う

蔵のペアに分
わ

かれて場
じょうない

内を歩
あ る

き、門
も ん

付
づ

けをしながら廻
め ぐ

ります。会
かいじょう

場全
ぜ ん た い

体を使
つ か

っ
て演

え ん

奏
そ う

されるシアターピースという形
かたち

で作
さっきょく

曲され
ています。

となりのトトロ（久
ひ さ い し

石譲
じょう

）～アニメ映
え い

画
が

「とな
りのトトロ」でおなじみの曲

きょく

が東
とうきょう

京混
こ ん せ い

声合
がっしょう

唱団
だ ん

の
ためにアレンジされたものです。

幸
しあわ

せなら手をたたこう（スペイン民
み ん よ う

謡）～
軽
け い か い

快なリズムに合わせてみんなで楽
た の

しめる歌で
す。みんなで一

い っ し ょ

緒に手
て

拍
び ょ う し

子、足
あ し

拍
び ょ う し

子、元
げ ん

気
き

に体
からだ

を
動
う ご

かしましょう。

ジッパ・ディー・ドゥー・ダー（ウルベル）
～ディズニー映

え い

画
が

『南
な ん

部
ぶ

の唄
う た

』の挿
そうにゅう

入歌
か

。陽
よ う

気
き

で
踊
お ど

り出
だ

したくなるような曲
きょく

です。

翼
つばさ

をください（村
む ら

井
い

邦
く に ひ こ

彦）～年
ね ん だ い

代を問
と

わず、幅
は ば

広
ひ ろ

い世
せ

代
だ い

に愛
あ い

され歌
う た

い継
つ

がれてきた名
めいきょく

曲です。

■校歌演奏

■第１部 日本のうた 待
ま

ちぼうけ（山
やま

田
だ

耕
こうさく

筰）

せんせい（三
み

善
よし

晃
あきら

）

地
じ

元
もと

ゆかりのうたより： 赤
あか

とんぼ（兵
ひょう

庫
ご

）、阿
あ わ

波踊
おど

り（徳
とくしま

島）、Gifts（愛
え

媛
ひめ

）

■第２部 世
せ

界
かい

の合
がっしょうきょく

唱曲より 夏
なつ

は来たりぬ（14世
せい

紀
き

のカノン）

ハレルヤ（ヘンデル）

フニクリ・フニクラ（デンツァ）

■第３部 日
に

本
ほん

の伝
でんとう

統芸
げいのう

能を素
そ

材
ざい

にした合唱曲－シアターピース－

萬
まん

歳
ざいなが

流し（柴
しば

田
た

南
みな

雄
お

）

■第４部 みんなで歌
うた

おう ①歌う前にみんなでウォームアップ

②校
こう

歌
か

全
ぜんいん

員合
がっしょう

唱

③  ABCまたはD（ハミング）より選
せんたく

択

【A. 全員合唱（各
かくこう

校選
せんたく

択曲
きょく

）　または　B. ラララのラー（鶴
つる

見
み

幸
さち

代
よ

）

または　C. ミュージカル・メドレー～「サウンド・オブ・ミュージック」

より～（ロジャース）または、D. ふるさと（岡
おか

野
の

貞
ていいち

一）】

■第５部 みんなのコーラス となりのトトロ（久
ひさいし

石譲
じょう

）

幸せなら手をたたこう（スペイン民
みんよう

謡）

ジッパ・ディー・ドゥー・ダー（ウルベル）

翼
つばさ

をください（村
むら

井
い

邦
くにひこ

彦）

プ ロ グ ラ ム

曲
きょく

目
もく

作
さっ

曲
きょく

者
しゃ

ビリーブ 杉
す ぎ も と

本竜
りゅう

一
い ち

変わらないもの 山
や ま ざ き

崎朋
と も

子
こ

大切なもの 山崎朋子

曲
きょく

目
もく

作
さっ

曲
きょく

者
しゃ

ラララのラー 鶴
つ る

見
み

幸
さ ち

代
よ

ふるさと 岡
お か

野
の

貞
て い い ち

一（ハミング歌
か

唱
しょう

）

●みんなで歌
うた

おう（曲
きょく

目
もく

）



●東京混声合唱団の紹介
この合唱団は、昭和31年（1956年）その年の東京芸術大学声楽科卒業生によってつくられ、そ
れから今日まで日本の代表的な合唱団として活躍しています。
文化庁芸術祭大賞・優秀賞など国内の主な音楽賞を数多く受賞したほか、海外でも大変評価が高く、
昭和54年（1979年）には、国際児童年を記念してアセアン5ヶ国で公演し、また、昭和62年（1987
年）には、文化庁派遣「日米舞台芸術交流」の洋楽部門の日本代表として、アメリカ8都市で公演を
行いました。さらに平成9年（1997年）には、ユネスコ世界合唱連合創立15周年記念フェスティ
バルに招待され、スウェーデン、ベルギーにおいて演奏、その後も平成12年（2000年）のエスト
ニア、フィンランド公演、平成14年（2002年）のカナダ公演、平成18年（2006年）には、創
立50周年を記念し、ラトヴィア、エストニア公演を開催し、多くの国の人々にも感銘を与えました。
平成19年（2007年）、第38回サントリー音楽賞、第25回中島健蔵音楽賞を受賞し、平成22年
（2010年）に再びフィンランド公演、平成29年（2017年）にはロシア公演、2019年2～3月に
はフランスとモナコで公演を行い、絶賛を博しました。

1977年にユネスコの要請で設立された国際音楽評議会と
いう会議で、翌年の1978年から毎年10月1日を、世界の
人々が音楽を通じてお互いに仲良くなり交流を深めていくた
めに「国際音楽の日」とすることとしました。
日本では、1994年から毎年10月1日を「国際音楽の日」
と定めています。

知ってますか？　～10月1日は「国際音楽の日」です～

国際音楽の日

文化芸術による子供育成総合事業
―巡回公演事業― 

我が国の一流の文化芸術団体が、小学校・中学校等において公演し、子供たちが優れた舞台芸術を
鑑賞する機会を得ることにより、子供たちの発想力やコミュニケーション能力の育成、将来の芸術家
の育成や国民の芸術鑑賞能力の向上につなげることを目的としています。
事前のワークショップでは、子供たちに実演指導又は鑑賞指導を行います。また、実演では、できる

だけ子供たちにも参加してもらいます。

令和2年度
文化芸術による子供育成総合事業

－巡回公演事業－

〈東京混声合唱団〉
〈合唱公演〉
中学校プログラム

撮影：中村紋子 コン・コン・コンサート（2020年7月31日、東京芸術劇場）



令和2年度文化芸術による子供育成総合事業 －巡回公演事業－ 〈合唱公演〉
指揮：水戸　博之／ピアノ：若月　直子

合唱：東京混声合唱団

●鑑賞の手引き
今日は人間の声で描く芸術「合唱」の美しさ、楽しさを体験
しましょう。
ひとりで歌う独唱と違い、ソプラノ、アルト、テノール、バ
スのそれぞれのパートの人たちの声がとけ合って生まれる
ハーモニーの美しさ、また、自分たちで美しいハーモニーを
響かせることができた時の喜びや楽しさは「合唱」でしか味
わえないものです。みんなで歌うコーナーでは、みんなの声
と合唱団の人たちの声がとけ合ってひろい体育館いっぱい
に、美しいハーモニーが響きわたります。

アヴェ・ヴェルム・コルプス（モーツァルト）
モーツァルト晩年の傑作。清澄で安らぎに満ちた
響きの中に、キリストへの感謝と賛美が歌われて
います。

トリッチ・トラッチ・ポルカ 
（ヨハン・シュトラウス２世）
「おしゃべりポルカ」とも呼ばれ、人の噂が次から
次へと町中に広がっていく様子を軽快なポルカに
乗せて描いています。

おお運命の女神よ 
「カルミナ・ブラーナ」（オルフ）より
ドイツの作曲家オルフが中世に書かれた民衆の
詩に付けた壮大な曲です。とくにその第1曲「お
お運命の女神よ」は力強いリズムとダイナミッ
クで壮大なメロディーが心に強く刻まれます。

Gifts （越智志帆）
歌唱ユニットSuperflyが歌い、一昨年度「NHK全
国学校音楽コンクール」中学校の部で課題曲にも
なった曲。同ユニットの歌手で作詞・作曲の越智
志帆氏は愛媛県の今治市出身です。

「親子で歌いつごう日本の歌百選」より～
さくら（日本古謡・名田綾子編曲）
誰もが知っている「さくら」の旋律を、名田綾
子がつけた情感豊かなピアノ伴奏に乗せて歌わ
れます。

●演目解説
夕焼け小焼け（草川信・三善晃編曲）
誰もが知っている夕焼け小焼け、三善晃の編曲
では、一番を女声、二番を男声、そして最後に
混声で壮大な盛り上がりを聴かせます。

萬歳流し（柴田南雄）
雪国の町、秋田県横手市に伝わる伝統芸能「御
門開き」と「秋田御国萬歳」を素材とした合唱
曲です。合唱団の男声メンバーが太夫と才蔵の
ペアに分かれて場内を歩き、門付けをしながら
廻ります。会場全体を使って演奏されるシア
ターピースという形で作曲されています。

コンダリラ（滝の精）（リーク）
オーストラリアの現代作曲家リークによる作品
です。まるで深い森の中に迷い込んでしまった
かのような音空間が味わえる不思議な一曲です。

風になりたい（宮沢和史）
「日本のサンバを作りたい」というコンセプト
から生まれた作品で、サンバのリズムに乗せた
軽快な一曲。

Joyful Joyful（ゴスペル）
映画「天使にラブソングを2」の中で歌われた
ゴスペルナンバーです。ベートーヴェンの「第
九」の旋律が使われています。

心の瞳（三木たかし）
1985年飛行機事故で亡くなった歌手坂本九の
最後の歌となったこの曲は、心の瞳をひらいて
みれば本当の愛が伝わるという美しい歌です。

■校歌演奏

■第１部 世界の合唱曲より
アヴェ・ヴェルム・コルプス（モーツァルト）
トリッチ・トラッチ・ポルカ（ヨハン・シュトラウス２世）
「カルミナ・ブラーナ」より～おお運命の女神よ（オルフ）

■第２部 日本のうた
地元ゆかりのうたより：Gifts（愛媛）
「親子で歌いつごう日本の歌百選」より～
さくら（日本古謡・名田綾子編曲）
夕焼け小焼け（草川信・三善晃編曲）

■第３部 日本の合唱曲－東京混声合唱団委嘱作品より
萬歳流し（柴田南雄）

■第４部 みんなでコーラス
①校歌全員合唱
②ABC またはDE（ハミング）より選択
 【A.全員合唱（各校選択曲）　または　B.ラララのラー（鶴見
幸代）　または　C.ミュージカル・メドレー～「サウンド・
オブ・ミュージック」より～（ロジャース）または、D.ふる
さと（岡野貞一）または、E.星に願いを（映画ピノキオより）】

■第５部 楽しいコーラス　
コンダリラ（滝の精）（リーク）
風になりたい（宮沢和史）
Joyful Joyful（ゴスペル）
心の瞳（三木たかし）

プ ロ グ ラ ム
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音楽監督 ジョナサン・ノット
桂冠指揮者 秋山和慶

ユベール・スダーン
特別客演指揮者 飯森範親
名誉客演指揮者　大友直人
永久名誉指揮者 アルヴィド・ヤンソンス ◆

上田　仁 ◆
遠山信二 ◆

1st Violins
○木村正貴
○堀内幸子
小川敦子
加藤幸子
立岡百合恵
土屋杏子
中村楓子
森岡ゆりあ
吉川万理
大和田ルース

　2nd Violins
◎清水泰明
◎服部亜矢子
◎坂井みどり
○加藤まな
○福留史紘
阿部真弓
河裾あずさ
塩谷しずか
鈴木浩司
竹田詩織
渡辺裕子

Violas
◎青木篤子
◎武生直子
◎西村眞紀
○多井千洋
○山廣みほ
小西応興 ●
鈴木まり奈
永井聖乃
松﨑里絵

Cellos
◎伊藤文嗣
○川井真由美
○謝名元　民
蟹江慶行
樋口泰世
福﨑茉莉子＊

Double Basses
□□ 助川　龍
○北村一平
○久松ちず
安田修平
渡邉淳子
笠原勝二

Flutes
◎相澤政宏
◎八木瑛子＊
Flutes &Piccolos
高野成之
濱﨑麻里子

Oboes
◎荒　絵理子
◎荒木奏美
篠崎　隆

Oboe&English horn
最上峰行

コンサートマスター　　グレブ・ニキティン
水谷　晃

アシスタント・　　　　　田尻　順
　　　　　　　　　　廣岡克隆コンサートマスター

Clarinets
◎エマニュエル･ヌヴー
◎𠮷野亜希菜
近藤千花子
小林利彰

Bassoons
◎福井　蔵
◎福士マリ子
坂井由佳
前関祐紀

Horns
◎上間善之
◎大野雄太
◎ジョナサン・ハミル
阪本正彦
加藤智浩＊
溝根伸吾＊

Trumpets
◎佐藤友紀
◎澤田真人
野沢岳史 ●
松山　萌

Trombones
◎鳥塚心輔
◎大馬直人
住川佳祐

Bass Trombone
藤井良太

Tuba
◎渡辺　功

Timpani&
Percussions

◎清水　太
武山芳史
綱川淳美
新澤義美

Harp
◎景山梨乃

Librarian
★武田英昭

Stage Managers
西岡理佐
山本　聡

栄誉団員
井伊　準 ◆

◎首席奏者 ○フォアシュピーラー ●インスペクター □□  客演首席奏者
■本部長 □部長 ★チーフ ＊研究員・準事務局員 ◆故人 ◇新任

会　　長 横川　端
理事長 澤田秀雄
副理事長 平澤　創

依田　巽
専務理事 大野順二
常務理事 辻　　敏
理　　事

監　　事 磯村文靖
寺西基之

評議員長 金山茂人
最高顧問
評議員

特別顧問 飯島延浩
草壁悟朗
福田紀彦

楽団長
大野順二

編成局長
藤原　真

パーソネル・マネージャー
大和田浩明

楽団委員
大野雄太（議長）
福留史紘（書記）
北村一平
鈴木浩司
多井千洋
藤井良太

事務局長
辻　　敏

事務局
伊藤瑛海

■尾木貴雄
■梶川純子
桐原美砂
佐藤雄己
髙瀬　緑
竹内裕子
長久保宏太朗
廣中憲士
美濃部　敦
山田道子
小川博司＊

【ハープ寄贈：環境ステーション株式会社】

名誉コンサートマスター　大谷康子

名誉団友
深江泰輔 ◆ 三木晴雄
団　友
天野佳和
新井　汎
安藤史子
池田　肇
石川晴依世
今村和弘
岩澤淳子
上原正二
上原規照
上原末莉
内田彬雄
内田乃俐子
宇都　実
梅田　学
大隅雅人
大塚正昭
大埜展男
小川さえ子
荻野　昇
奥田昌史
音川健二
加護谷直美
甲藤さち
加藤信吾
金澤　茂
久保田一穂
熊谷仁士
小林照雄
小林亮子
佐川聖二

佐々木真
菅野明彦
杉浦直基
鈴木一輝
芹澤英雄
曽根敦子
田中真輔
千村雅信
十亀正司
豊山　悟
中塚和良
中塚博則
中山　智
西依智子
西脇秀治
野村真澄
馬場隆弘
原田美保子
日野　奏
ベアンテ・
ボーマン

前田健一郎
丸山正昭
三浦正信
宮原祐子
宮本直樹
宮本　睦
森みさ子
諸橋健久
渡辺哲郎

阿部武彦
池辺晋一郎
伊藤美樹
大橋　博
岡崎哲也
庄司　薫
竹中平蔵
永山　治

夏野　剛
南部靖之
福川伸次
藤原　洋
増岡聡一郎

梅沢一彦
鴛海量明
片山泰輔
加藤英輔
西村　朗

星　久人
松木康夫
山添　茂
横川　竟
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1946年、第二次世界大戦によって中断された音楽文化の再建と、
新しい舞台音楽の公演を目標に「東宝交響楽団」として創立。1951
年に東京交響楽団に改称し、現在に至る。
現代音楽やオペラの初演に定評があり、これまでに文部大臣賞、京
都音楽賞大賞、文化庁芸術作品賞、モービル音楽賞、サントリー音
楽賞、川崎市文化賞など日本の主要な音楽賞の殆どを受賞。2020
年3月第32回ミュージック・ペンクラブ音楽賞「オペラ・オーケスト
ラ部門」「室内楽・合唱部門（東響コーラス）」をW受賞した。
2014年度シーズンより、ジョナサン・ノットが第3代音楽監督に就
任。音楽監督と共に3年がかりで取り組んだ「モーツァルト 演奏会
形式オペラシリーズ」や、ミューザ川崎シンフォニーホール開館15周
年記念公演《グレの歌》はいずれも高い評価を得た。2019年には
ジョナサン・ノット指揮『マーラー：交響曲第10番＆ブルックナー：
交響曲第9番』が第31回「ミュージック・ペンクラブ音楽賞優秀録音
作品賞」を受賞。音楽誌「音楽の友」の『41人の音楽評論家・記者が
選ぶ「コンサート・ベストテン2019」』にて、最多3公演が選出され注
目を集めた。
ITへの取り組みも積極的で、「VRオーケストラ」や「LINEチケット」
の導入、日本のオーケストラとして初の音楽・動画配信サービス
『TSO MUSIC&VIDEO SUBSCRIPTION』をスタートしたほか、
2020年3月にニコニコ生放送でライブ配信した無観客演奏会は約
20万人が視聴し注目を集めた。また、録音や放送においても活発
で、テレビ朝日「題名のない音楽会」へレギュラー出演や、TOKYO
SYMPHONYレーベル、N&Fレーベル、キングレコード、EXTON
レーベル、日本コロムビア等からCDを多数リリースしている。
舞台芸術創造活動活性化事業として文化庁の助成を受け、サント
リーホール、ミューザ川崎シンフォニーホール、東京オペラシティコ
ンサートホールで主催公演を行うほか、川崎市とフランチャイズ、新
潟市と準フランチャイズ、（公財）八王子市学園都市文化ふれあい財
団とパートナーシップ提携し、コンサートやアウトリーチなどを積極
的に展開している。これら地域に密着した活動の一方で、海外にお
いてもウィーン楽友協会での公演や日中平和友好条約締結40周年
記念公演等58都市で78公演を行い、国際交流の実を挙げてきた。
また、新国立劇場では1997年の開館時からレギュラーオーケスト
ラとして毎年オペラ・バレエ公演に出演。さらに、子どものための演
奏会にもいち早く取り組んでおり、「0歳からのオーケストラ」「こど
も定期演奏会（サントリーホールとの共催）」は多方面から注目され
ている。
東日本大震災を機に、2011年5月から楽団員によるチャリティコン
サート「Concert For Smiles」を定期的に開催。その募金は（公財）
国際開発救援財団を通じて被災地に役立てられている。

Symphony 2020年（令和2年）10月号［非売品］
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Jonathan Nott began his tenure as the 3rd Music Director of 
the Tokyo Symphony Orchestra in 2014 season. Mo. Nott and 
the Orchestra won the he Best Recording of Music Pen club 
Japan Award for Opera & Orchestra category and Tokyo 
Symphony Chorus, Orchestra’ s amateur chorus also won the 
prize for Chamber & Chorus category.
Highlights of past seasons with Mo. Nott include Symphony 9 
by Beethoven Gurre-Lieder by Schoenberg celebrating 15th 
Anniversary of Muza Kawasaki Symphony Hall, TSO’ s home 
and Mozart’ s Da Ponte Operas in concert style. In 2018, TSO 
launched “TSO Music & Video Subscription”, first-ever digital 
project in Japanese Orchestras, which provides live-concert 
video and music as well as CD recording. In March 2020, the 
live-streamed concert without audience on nico-nico Live 
Channe l wh ich at t racted more than 200,000 v iewers 
nationwide, has been a mega-hit in Japan.
Outside of Japan, the orchestra has performed 78 concerts in 
58 cities since 1976. In 2016, the Tokyo Symphony Orchestra 
celebrated its 70th anniversary and took a European tour 
including the concert at Musikverein Großer Saal in Vienna 
with Mo. Nott. In August 2018, in commemoration of the 40th 
anniversary of the Conclusion of the Treaty of Peace and 
Friendship between Japan and China, the Orchestra had 
concerts in Shanghai and Hangzhou and received high praise.
The Tokyo Symphony Orchestra was founded in 1946 and has 
a reputation for giving f irst per formances of a number of 
contemporary music and opera. Through these activities, the 
orchestra has received most of Japan’ s major music awards 
such as the Minister of Education Award, the Grand Prix of 
Kyoto Music Award, Mainichi Art Award, Agency for Cultural 
Affairs Art Award, Suntory Music Award and Kawasaki City 
Culture Award.
Since becoming the resident orchestra of the City of Kawasaki 
in 2004, a semi-resident orchestra agreement with the City of 
Niigata in 1999, and a partnership agreement with Hachioji 
College Community & Culture Fureai Foundation in 2013, the 
orchestra has been enthusiastic for school concerts and 
community concerts. The Tokyo Symphony Orchestra has 
been regularly performing various operas and ballets at the 
New National Opera Theatre, Tokyo since its opening in 1997.

公式サイト http://tokyosymphony.jp

このプログラムは見やすさ・読みやすさに配慮したユニバーサル・デザインフォントを使用しております。

マエストロ・シート
【5組10名の小・中・
高校生無料ご招待】 1か月500円（税別）

音楽・動画配信サイト
「TSO MUSIC & VIDEO
SUBSCRIPTION」

©N.Ikegami

NICO NICO
TOKYO SYMPHONY
ニコニコ東響交響楽団
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Koji Suzuki / Violin 

Yoshiyuki Kanie / Cello 
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アニメーション映画監督　高畑勲
（「まほろばのこだま」演出家）
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実施条件等確認書①をご確認ください。 





















実施可能時期スケジュール表をご確認ください。 
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3.5



ワウ株式会社
わうかぶしきがいしゃ

WOW

わう

代表取締役　高橋裕士

取締役　工藤薫

稲垣拓也

社員数：50名

星靖浩

150-0041

東京都渋谷区神南1-14-3

150-0041

東京都渋谷区神南1-14-3

03-5459-1100 03-5459-1101

代表取締役
取締役
取締役
取締役
取締役
取締役

高橋裕士
高橋秀明
於保浩介
森脇大輔
工藤薫
中路琢磨

７1997



1997 年 4 月

1999 年 4 月
2000 年 4 月
2002 年 4 月
2004 年 7 月
2005 年 4 月
2007 年 10 月
2010 年 9 月

株式会社デジタルメディアプロダクツ(代表取締役 高橋秀明)を仙台に設立 
Web のシステム&コンテンツの開発事業を行う
名称をワウ株式会社に変更。CM を中心とした映像制作およびプロダクション業務を展開
ワウ東京ブランチを開設
本社を仙台から東京に変更
東京本社を銀座から青山に移転
代表取締役に高橋裕士が就任
東京本社を青山から渋谷に移転
仙台支店を現住所に移転

2017 年 3 月
2017 年 3 月

2018 年 4 月
2018 年 4 月
2019 年 7 月
2019 年～

特になし

せんだいメディアテーク オリジナル企画展「ハレとケ展」内で展示
せんだいメディアテーク オリジナル企画展「ハレとケ展」内でBAKERU関連ワークショップ
「ペーパークラフトでお面をつくろう」を開催 
東京鹿踊（岩手郷土芸能）とのコラボレーションによるコンセプト映像を公開 
青山スパイラル「WOW Visual Design Studio ーWOWが動かす世界ー」内で展示
JAPAN HOUSE Los Angeles で個展「BAKERU: Transforming Spirits」を開催
文化庁「文化芸術による子供育成総合事業」（メディア芸術）で関連プログラムを実施

2014 年 9 月

2015 年 2 月

2015 年 8 月

2016 年 5 月

2016 年 5 月

2017 年 2 月

2017 年 5 月

2017 年 8 月

2017 年12月

2018 年 1 月

2018 年 3 月

http://bakeru.jp/

不要

BAKERU （WOWによるデジタルアート作品）:

縦糸横糸合同会社 （本プログラム共同実施団体）:

舞台芸術の創造と発信、そして地域に根ざした杉並区の文化活動の拠点座・高円寺『みんなの作
業場』企画にて、子ども向けの鹿踊ワークショップを開催
日韓芸能交流を目的とした公演 「マツリクロッシング」企画にて、国内外の観客向けの鹿踊ワーク
ショップを開催
子ども向けの体験型イベント「こどもの夢ひろば“ボレロ”～つながる・集まる・羽ばたく～」企画
にて、子ども向けの神楽ワークショップを開催
G7仙台財務大臣・中央銀行総裁会議時に仙台市が市民向けに企画した東北トレジャーズカフェ
「るるるる郷土芸能」にて子ども向けの鹿踊ワークショップを開催
東京豊島区のとしま未来文化財団主催の「日本の民俗舞踊～踊り手が語るその魅力・祈り～」企
画にて観客向けの鹿踊ワークショップを開催
宮城県主催事業「文化芸術の力による心の復興フォーラム」企画にて地域の郷土芸能体験ワーク
ショップを企画
岩手県主催事業 「訪日外国人向け伝統文化鑑賞・体験プログラム開発事業」にて、外国人向けの
各地域プログラムを企画、ワークショップを開催
八戸市主催事業「八戸ポータルミュージアムはっちプロジェクトDASHIJIN」にて教育プログラム
を企画、子ども向けのお祭り参加ワークショップを開催
和太鼓や神輿の製作を行う宮本卯之助商店との共同企画で「訪日外国人向けの祭り・郷土芸能
体験プログラム」にて外国人向けの鹿踊ワークショップを開催
郷土芸能の衣装や道具を支える人の創出、育成を目的とした「カグラツクル」を自主企画、ワーク
ショップを開催
日本自然保護協会主催の「日本の伝統文化のなかに生きる動物たち」企画にて、子ども向けの鹿
踊ワークショップを開催



最大120名程度
（１時限あたり40名程度が体験可能のため、人数が増える場合、時限数相談）（2日目）

（1日目） 120名程度

BAKERU  ー デジタルアートで「体感」する郷土芸能の世界 ー

WOW

郷土芸能の鑑賞、レクチャー、およびワークショップ

「BAKERU」の体験

1日目

2日目

※ はじめに、前年度プログラムの記録映像をご覧ください
https://vimeo.com/313292823

デジタルアートとは何か、について分かりやすく紹介します。
また、郷土芸能と「変身する」ことのつながりについてお話します。

郷土芸能の一例として、岩手県「行山流舞川鹿子躍」を実演。
作品のモチーフになった実際の芸能を鑑賞します。

「変身する」ことをテーマに衣装について解説し
着付け体験などを通して芸能に触れ、理解を深めます。

ワークショップで制作したオリジナルの体験用お面を使って
デジタルアート作品「BAKERU」を体験します。

それぞれの想いがつまったお面。他の参加者がどのような
コンセプトで自身のお面をデザインしたか、見て考えます。

レクチャーを参考に「自分が変身するとしたら」をテーマに
オリジナルのお面を制作。2日目の体験で使用します。



工藤薫（ディレクター）,
佐藤宏樹（テクニカルディレクター） アシスタント（エンジニア、デザイナー）2名,
稲垣拓也（プロデューサー）,
山田雅也（ワークショップコーディネーター） アシスタント4名（演舞演者を兼ねる）

BAKERUは東北に古くから伝わる4つの郷土芸能（なまはげ、早乙女、鹿踊
加勢鳥）をモチーフにした、体験型のデジタルアート作品です。スクリーンの前
に立って顔に体験用のお面をつけると自分の姿が変化し、それぞれの芸能の
世界観で様々な体験ができます。現代的な視点と新しい表現を通して伝統文
化に触れることで、その奥深さを広く知ってもらうことを目的にしています。

▶デジタルアート作品　『BAKERU』

伝統文化の豊かな世界観に、デジタルアートを通して触れる

1日目は、①郷土芸能のレクチャーと実演、②体験用のお面制作 を行います。①では、有史以前から続くお面を使って「変
身する」という行為をテーマにお話した後、例として「東京鹿踊」による実際の演舞を鑑賞します。②では、「自分が変身する
としたら」をテーマにBAKERU体験用のお面を参加者がカスタマイズします。子どもたちが自身の「願い」と「それに対応す
るデザイン」を考えて制作することで、芸能で衣装が果たす役割を深く学びます。

▶ 1日目（芸能実演とワークショップ） のねらい

2日目は、体育館に設置したスクリーンでデジタルアート作品「BAKERU」を体験します。ここで1日目に制作したオリジナ
ル面を利用することが、より深く作品に入り込み、体験を記憶に残すきっかけとなります。（感染症の流行状況等に応じて一
回の体験人数や待機方法を柔軟に調整します）

▶ 2日目（デジタルアート体験） のねらい

バン3台程度よる機材搬入を想定

1

5

3

計10名

　長い時間を受け継がれてきた郷土芸能には、自然、人の生き方、願いなど、大変豊かな世界観が内包されています。しか
し、今日を生きる子供たちはそれらに触れる機会が多くありません。デジタルアート作品『BAKERU』は東北の郷土芸能を
様々なリサーチを通してデジタルアートに昇華させた作品です。本公演は、デジタルアートという普段とは違った体験を通し
て、子どもたちに伝統文化に対する新たな気づきやまなざしが生まれることをねらっています。



前日の夕方に機材搬入、また当日もしくは事前に
ワークショップの打ち合わせを行います。

イントロダクション　（10分）
郷土芸能レクチャー　（10分）
郷土芸能実演・体験　（20分）
ワークショップのイントロダクション　（5分）

体験用お面制作（40分）

1日目のまとめ（5分）

休憩　（10分）

開始1～2時間前学校到着、打ち合わせ

1時限目
（45分想定）

休み時間

2時限目
（45分想定）

WOW

BAKERU体験　（25分）

参加者の制作お面鑑賞　（10分）

本企画のまとめ　（10分）

1時限目
（45分想定）

前日の夕方に機材搬入を行います。

開始1～2時間前学校到着、打ち合わせ

（2日目）（1日目）
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この作品では「なまはげ」「鹿踊」「加勢鳥」「早乙女」の 4 種類の伝統

行事をモチーフにし、WOW の解釈を加えてビジュアライズしました。

スクリーンの前でお面を付けると、自分のシルエットがそれぞれの姿

に変化して、その行事が人々にもたらす恵みがアニメーションで映し

出されます。自分以外の存在、人間以外の何者かへと “ 化ける ” という

不思議な力を、楽しみながら体験する試み。東北の風土が生んだ伝統

文化に、まったく新しい表現を通して触れてもらうことで、その価値

を次の世代へ受け継いでいきたいという願いを込めた作品です。

東北に古くから伝わる祭りや伝統行事をモチーフにした体験型の映像

インスタレーション作品。スクリーンの前に立ってお面を顔につける

と、自分の姿がいつしか自分ではない何者かに変化します。現実から

空想の世界へと入り込み、その姿で様々な体験をすることができます。

作品の対象となる東北の伝統行事の中で特にユニークなのが、１年の

決まった時期になると各地に現れる “ 神の使い ” たちの姿。三陸地方に

伝わる「鹿踊 ( ししおどり )」や、簑 ( みの ) をかぶった若者に水をか

ける「加勢鳥 ( かせどり )」など、人々はお面や衣装を身に着けることで、

豊作や無病息災をもたらす存在へと変身するのです。

http://wowlab.net/http://www.w0w.co.jp/

東京、仙台、サンフランシスコに拠点を置くビジュアルデザインスタジオ。CM やコンセプト映像など、広告における多様な映像表現から、

さまざまな空間におけるインスタレーション映像演出、メーカーと共同で開発するユーザーインターフェイスデザインまで、既存のメディアや

カテゴリーにとらわれない、幅広いデザインワークをおこなっている。

実際の作品や鹿踊の様子はこちらで動画でご覧いただけます。 http://bakeru.jp



デジタルアートで「体感」する郷土芸能の世界

令和３年度　文化芸術による子供育成総合事業　　巡回公演事業

郷土芸能の学びと作品体験のためのお面作り1日目

2日目 デジタルアート作品『BAKERU』の体験

ワークショップで作った体験用のお面を使って、デジタルアート作品『BAKERU』を体験します。 

▶ BAKERU の体験

”東京鹿踊 ”による演舞を鑑賞。
お祭りの意味や衣装について解説し、着付け体験をします。

「自分が変身するとしたら」をテーマに、デジタルアート体験の
ためのお面を自分でデザインします。

▶郷土芸能 実演・体験 ▶体験用お面制作ワークショップ
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